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水道水フッ素化への理解深まる 
3人のジャーナリストをまじえて議論 

 

 群馬県甘楽町では行政と歯科医師会が協力し，住民の口腔保健の維持・増進のため活動

していたが，その活動が評価され，平成 11年度群馬県歯料保健賞を受賞した．この受賞を
記念して，6月 25日，群馬県・甘楽町文化会館で，「一生自分の歯で食べるために」をテー
マにした，歯科保健シンポジウム in甘楽町（主催・甘楽町）が行われた．読売，毎日の各
紙をはじめ，マスコミが報道している，齲蝕予防のための“フッ化物応用”や“水道水フ

ッ素化”の普及について，馬場錬成氏（読売新聞論説委員）を座長に，小原博人氏（毎日

新聞編集委員），村田幸子氏（NHK 解説委員），境脩氏（福岡歯科大学教授），萩原吉則氏
（富岡甘楽歯科医師会専務理事）によってシンポジウムが行われた．会場につめかけた住

民は，熱心に各パネラーの話を聞いていたが，水道水フッ素化について黒沢常五郎町長か

らも「自信を強めた」と発言があり，会場から拍手が沸き起こる場面もみられた（各演者

の講演記事は２面） 
 
 冒頭，馬場氏の，水道水フッ素化が実施され，齲蝕が減少すると，歯科医院の経営は厳

しくなるのではないか，という現実的な質問に対して，萩原氏は「現在の保険制度ですと，

かなり厳しくなると予想しています．私の診療所では患者数は減少していないのですが，

歯の削除量，削除箇所が少ないので，一人の患者の保険点数は低いことは事実です．この

点の対応を十分な検討なしでは，歯科医師会としての対応は難しいと考えています」と答

えた． 
 
  水道水フッ素化推進を評価 

 関連して境教授は「アメリカが水道水フッ素化をしていたが，収入は 1965、85年の間に
2.12 に上がったとされ，むし歯を減少させれば，それだけ収入があがるということになっ
た」と海外の例を示した．同時に，アメリカ国民が，多くの職業の中でどの職業を，尊敬・

信頼するか，という調査を行ったギャラップ調査を紹介・歯科医師は３位であったが，そ

の理由として「アメリカ歯科医師会は論文で，水道水フッ素化の推進によるものであると

はっきり示した」とした． 
 厚生省に水道水フッ素化について取材をした小原氏は，遅々として実施されないことに

ついて「むし歯予防にフッ素が効果のあることは理解しているのです．理解しているが実

施していない状況が続いている中で，新しく一歩踏み出すことをしないのが無難，という

意識が根底にあるのでないか．このことが結果として実施していない，ということになっ

ている」と説明した． 
 
ＷＨＯから３回実施勧告，世界57か国で実施 

 このような状況を馬場氏は「先年，HIV 薬害事件がありましたが，担当責任者が逮捕さ
れた理由は，公務員の不作為ということです．行政官としてすべきことを怠ったというこ

とです．今，話題にしているむし歯予防として，歯磨剤へのフッ素の配合，フッ素洗口，

歯面塗布などが実施されていますし，保険診療でも認められています． 



 しかし，それらより効果があるとされている水道水フッ素化が，WHOから 3回も実施勧
告，世界 57か国で実施しているにもかかわらず，日本では一か所も実施されていない，と
いう誠に不思議な状況なのです」と行政の姿勢を追及した． 
    
 一方，ラジオ番組でフッ素の問題を取り上げたことのある，村田氏は「一般の方からの

反応で，水道水フッ素化反対というものはありませんでした．フッ素がむし歯予防に効果

的であることを，昨年，専門家である歯科の関係者が，調査した結果，安全，有効，経済

的であると報告しているのです．にもかかわらず，それがマスコミを通して広がっていか

ないという現実があります」と現在の課題を示した． 
 その一方，「現在の水道法（0.8 ppm以下）の範囲の中で，できるのですから，本当に地
域住民の健康を守る，つまりむし歯にさせない，という強い行政側の意志があればできる

のです．甘楽町はいかがですか」と町長に問いかけると，黒沢町長は「先生方のご意見を

拝聴しまして，一日勉強させていただきました．多少の予備知識はもっていましたが，大

いに自信を強めたということを，申し上げておきます」と述べ，実施への前向きな姿勢を

示した． 
 
  各地域で実施への胎動 

 現在，沖縄県，栃木県，東京都の一部の市町村で自分のところで実施したい，という動

きがあるが，馬場氏が「水道水フッ素化を日本で最初に実施することに意味があります．

是非，甘楽町も一歩踏み出して，日本のためにリーダー役になってほしい」と熱望した． 
 最後に，それぞれ演者は次のようにまとめた．「今日は今まで経験したことのない興奮を

覚えました．このような企画をあらゆる町で行えば，水道水フッ素化が実現できるのでは

ないかと思います」（境教授），「マスコミは自主規制してきたが，良いものは良いのですか

ら，我々は書き続けなくてはいけませんし，テレビでは放映し続けなくてはいけないとい

うことです」（小原氏），「主役は地域住民です．住民がこのことを正しく理解するにはどう

したらいいのか，考えてほしいと思います．なぜフッ素がいいのか，どのような効果があ

るのか，行政あるいは歯科医師会がこれをわかりやすく解説・説明していただきたいと思

っています」（村田氏），「ポイントは 3つあり，まず歯科医師会が専門職として責任を果た
すこと．行政は住民のために仕事をすること．マスコミは正確な報道をすることです」（萩

原氏）． 
 最後に馬場氏が「世の中はスピードの時代に入っているのです．行政もスピードのある

判断をし，行政施策を実行しなくては，世の中に遅れていくのは当然です．中央行政官庁

も一部の役人の裁量行政という時代はもう去ったといえます．我々国民一人ひとりが意見

を述べ，行政に反映するように働きかける時代です．是非，この問題も，甘楽町に限らず，

全国に訴えていくつもりです．マスコミとしても一緒に良き方向へと努力していきたいと

考えています」とまとめた． 
 今回の企画は住民と行政，歯科医師会が一体となり，自らの地域の歯科保健を考え，そ

の最良の方法の実施に向けて一緒に考えた熱気あふれるシンポジウムとなった．関係者の

一人は「予想以上の盛り上がりがあり，歯科医師としての責任を感じるとともに，全国各

地でこの思いが伝わることを期待したい」と語っていた． 
 



(２面) 

歯科保健シンポジウムin甘楽町 

 シンポジウムの前に行われた講演は各立場から， 

現状確認を示しながら，課題と期待を述べた． 

 
 最初に講演を行った境・福岡歯大学教授は，「先進国をはじめ世界の多くの国において，

その普及のため地道かつ懸命な努力が行われている」と，歴史と背景をまじえて報告した．

また，WHO（世界保健機関），FDI（国際歯科連盟）によるフッ化物利用状況を紹介し「水
道水フッ素化：57 か国，フッ化物錠剤：67 か国，フッ化物配合歯磨剤：97 か国，フッ化
物洗口：81 か国に及んでおり，最近では，世界の多くに地域や国々において公衆衛生的な
フッ化物の応用が進められ，むし歯有病率の劇的な減少を伝える報告がある」と，フッ化

物の応用は世界の常識であるとした． 
 続く小原氏（毎日新聞編集委員）はジャーナリストの立場から，日本の歯科保健対策の

問題点を指摘したが，そもそも歯科に関心をもった理由について「キシリトールが話題に

なった 3 年ほど前にさかのぼり，社内の事業系部署の者からキシリトールはむし歯予防に
良く，今後大きく期待できる．その紹介記事を書いてほしい，という依頼があり，記事を

書いたことにある」とし，その経緯を説明するとともに，「新しい時代に向けて，新しく正

しい情報が発信される中，従来の情報に振り回されている記者の問題もあるが，色のつい

ていない，若い記者を育てることも必要ではないか」と提言した． 
 
  公衆衛生的方法の必要性 

 一方，村田幸子氏（NHK解説委員）は高齢社会と歯科保健の課題と展望について，「8020
運動の根拠」，「歯の丈夫な高齢者は元気」などを中心に順次，解説した．「高齢者の楽しみ

は話をすること，食事をすることです．それは晩年の人生をいかに，快適に生きるかに関

わってきます． 
 生活実感を踏まえて意見を述べた．実際の状況を踏まえて「歯の健康を維持するために

は，個人の努力，専門家の指導，行政の役割などが重要です．しかし，個人の努力には限

界があり，やはり公衆衛生的な方法も取り入れることが必要になるのです．これはまさに，

個人の努力と公衆衛生的な方法が，車の両輪のようになることで，高齢者の歯科保健対策

ができると思います」とまとめた． 
 
  地域全体への対策 

 最後に地元甘楽町で開業している萩原・富岡甘楽歯科医師会専務理事が「富岡甘楽地区

の歯科保健対策の成果と残された課題」について報告を行い，乳歯のむし歯予防対策，永

久歯のむし歯予防対策，歯科衛生士による巡回歯科保健指導などの実施状況を説明した．

さらに「私たちなりに様々な歯科保健活動を実践してきましたが，ある意味で，限界も感

じています．それは市町村の事業に参加しない児童対策，縦割り行政の弊害が出ている小

中学校での予防対策，対象者が多すぎて有効な事業の実施が難しい成人・高齢者・障害者

などの対策です．これらの問題を解決するものとして，やはり水道水フッ素化が，地域全

体を対象とした効果的な予防対策であると考えています」と今後に向け，水道水フッ素化

実施への意欲を示した． 
 




